
間伐材とは 

• 杉間伐材を有効利用することで得られる効果 

①室内空気浄化 

  森林には大気浄化作用機能があることが知られ  

  ていますが、杉は浄化作用がとても高く木材にし  

  ても同様の効果を発揮します。また、杉の呼吸が 

  湿度を調節しカビ・ダニ・ウイルスの増殖を抑制 

  します。 

②有害な化学物質の除去 

  杉は自然のエアコンディショナーと呼ばれていま 

  す。二酸化炭素を外気よりも70～90％減少、有 

  害物質（ホルムアルデヒド・オゾン）も吸収。 

③健康増進効果 

  杉は五感に対して総和的な「落ち着き・安らぎ・ 

  あたたかさ」をはじめとする適度な快刺激となる  

  働きがあり、特に「甘い豊かな芳香」は脳と自律 

  神経に直接作用して鎮静・リラックス効果をもた 

  らします。 

 

 

 

• 杉間伐材を再利用した活動の目的 

①「自然の大切さ」「モノを大切にする心」を伝えてい 

 くことで、自然への感謝、自然を守り続ける心を育む。 

 

②幅広い分野で自然や資源の大切さを感じてもらえ 

 る活動をおこなっていくことで、心身の健康に繋げ 

 る。 

 

③宮城県産の杉間伐材を利用することで、地産地消の 

 促進活動に繋げる。 

  

太くまっすぐな樹木を育てるため、樹木の成長に合わせて伐採することで光の量を調
整したり、悪い木々を間引くことで、良い樹木を選別したりすることを間伐といいます。 
間伐材とは、間伐した際に切り落とされた木々のことをいいます。 


